
 

  

 

 
             

  最近、急激に気温が下がってきました。朝・晩の冷え込みも強く寒い日が続

いています。学校では咳をする人、鼻水をかむ人がいっきに増えてきています。

衣服の調節を上手にして、体調管理し風邪に負けない体をつくりましょう。そ

れには、正しい生活習慣を身に付けることと手洗い・うがいがとても大切です。

家族みんなで、健康を守っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室では、休み明けの月曜日の体調不良の訴えが多いです。お腹が

痛い、頭が痛い・・・。前日は早く寝て、体調を整えて学校に来てくだ

さい。授業の集中力にも影響しますので、ご協力をお願い致します。 

1 月のマラソン大会に向けてマラソンの練習が始まります。体力をつ

けて、風邪に負けない体つくってほしいと思います。風邪がはやり始め

ています。必ず、手洗い・うがいをしましょう！そして、咳がでる時には、

マスクの着用をお願いします。練馬区の他の学校では早くもインフルエ

ンザによる学級閉鎖がおきています。気をつけていきましょう。 

 

  

 

 

 

 田柄第二小学校のみなさんが風邪に負けないためには、まずは手洗い・うがいを毎

日きちんと行うことが大切です。ばい菌を体にいれないようにしましょう。 

最近、保健室に来る子で、ぶつけて冷やすために保冷剤を貸し出すとき、「ハンカ

チは持っていますか？」と聞くと持っていない子が多く、保健室から貸し出していま

す。手洗いをした時に、ぬれた手をふくのは自分のハンカチです。清潔なハンカチを

毎日持ち歩くようにしましょう。忘れてきて、友達のハンカチを借りることや、自分

の洋服でふくことはやめましょう！ばい菌を減らすことができず、風邪にかかりやす

くなってしまいます。またティッシュもあると、鼻をかむ時や、急な鼻血にも便利な

ので持ち歩くようにしましょう。 

 

けが人 体調不良（病気） 

２６４人 １１１人 

学年 1 年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

けが ５１人 ３０人 ４４人 ７３人 ３７人 ２９人 

体調不良（病気） １６人 １３人 １３人 ２９人 ２０人 ２０人 
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外で元気に遊ぼう 

 



  

 

本校で少しずつインフルエンザがはやってきています。今まで以上に体調管理に気をつけましょう。 

 

 

  

 

≪予防接種のもっとも大きな効果は「重症化をふせぐ」こと≫ 

 実は、予防接種を受けていても、「インフルエンザに絶対にかからない」わけではありません。しかし、だ

からといって予防接種が必要ないわけではありません。予防接種には、肺炎など重い合併症を予防する効果が

期待されているのです。特に、幼児が重症化リスクが高いので、まずは予防接種が子供を守る第一ステップに

なるでしょう。ワクチンの効果は、約６か月間続きますが、効果が出るまで２週間ほどかかります。ですから

流行前には、予防接種が終えられるよう、ワクチンスケジュールを立ててください。 

 

≪４８時間以内の治療で発熱期間が２日間短縮する≫ 

 インフルエンザウイルスは、症状が出てから４８時間で最大に増殖します。ですから、４８時間以内に抗イ

ンフルエンザ薬を投与すればウイルスの増殖を抑え、重症化を防ぐことができるのです。近年では、抗インフ

ルエンザ薬の種類も増えましたが、効果は同じではありません。例えば解熱までの時間は、内服薬・吸入薬で

は２０～３０時間、点滴薬なら２０時間足らず、つまり治療の翌朝には熱が下がっていることになります。 
         

 

 

≪インフルエンザ治療薬には、３タイプあります≫ 

 

 

 ・タミフル(内服薬)…カプセル、またはドライシップ（１歳以上）を１日２回、５日間続けて内服。嘔吐で薬

を一緒に吐いてしまうこともあり、注意が必要。 

・リレンザ、イナビル（吸入薬）…リレンザは１日２回、５日間の吸入が必要。イナビルは１回４～８吸入が

必要になる。成人・小児ともに使用可能だが、適切に吸入できない小児（９歳未満）の場合は、注意が必要。 

・ラピアクタ…２０１０年に許可された比較的新しい治療薬。内服、吸入が難しい乳幼児（０歳児～）から成

人まで使用できる。１回１５分の病院内の点滴で投薬が完了する。インフルエンザＡ型Ｂ型ともに有効。 

   

 

 

 

   

 

  

 

●１１月１３日（木）  就学時健康診断  （就学予定児童） 

●１２月 ９日（火）  RDテスト    （5 年生） 

口の中に虫歯菌の原因となる菌がどのくらいいるのかを調べる検査です。 

一人一人の口腔内の衛生状態を判定します。 

 

重症化させないポイント 
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